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ABSTRACT
New power supplies for PF-linac electron guns have been developed and are now under 

operation. They are heater, bias and pulse power supplies, installed in a high voltage station. They are 

controlled with controllers on the same potential

P F リニアック電子銃用の新型各種電源とその制御

1 、 はじめに
K E K 放射光実験施設入射器の電子銃では、数年前から電子銃の各種電源制御用にシーケンサを用いた 

コントローラを使用してきた。 15 2 )このコントローラは従来のものとは違う方式で電源の制御を行なって 
いる。 コントローラ自身はかなり大きく、これらが収:まっている高圧ステーションの四分の一を占めており、 
ほぼ満杯の状態であった。 さらに最近は運転形態も従来と違って多種類のビームを要求されるようになって 
きた。 この様にして従来の電源では対応できない部分が出てきたため新しい電源を開発し、現在使用してい 
る。

2 ヽ 各種電濾について
新型の電源を制作するに当たっては、寸法をできるだけ小さく、信頼性が高く機能的、電源コントローラ 

で制御しやすいもの、 メンテナンスに備えて配線を簡略にする、新しいビーム要求にも対応できるもの等が 
要求される。 これらのことを考え、 ヒータ電源は従来のものを利用し、 その他のバイアス電源、長パルス用 
のグリッドパルサー、短パルス用の高圧電源を標準のN I M 規格で作ることにした。

各電源の寸法は、標準のN I M 規 格 2 巾 〜 3 巾のモジュールとし、奥行きが35 c mに制限されるため、NIM 

BINは、電 源 （2 台分） とケースを分離して対応している。 ヒータ電源は、電流容量が大きく小型化できな 
いため従来のものに電源コントローラから制御できるように改良を加え、そのまま使用している。 それら電 
源のインターロックモジュール等は信頼性を重視し、使えるものは以前からのものをそのまま用いること 
にした。特にローカルコントロールモジュールはクライストロンモジュレー夕でも使用しており、互換性も 
ある。電源からのインターロックの種類としては従来通り電圧の上限、下限、過電流の三つを出力している。 
それらの接続は、配線を簡略化するための中継箱(BranchBox)を設け、電源に出入するケーブルを整理し 
ている。電力を供給するライン以外はこのBranchBoxを通して電源につながっている。 図 1 は高圧ステーシ 
ョンの内部構成を示す略図である。

電源のコントロー ラ は 0〜10 V のアナログ電圧を電源に与えて制御する方式を取っている。 そのため、各 
電源は1 0 Vで最大出力になる様になっている。なお電源側には切り替えスイッチが設けてあり、 それを切り 
替えることによって電源の単独ローカル運転ができるようになっている。 また、モニターも同様に0〜10V 

のアナログ電圧を受け取って表示するため、 モニター端子には1 0 V 以上出力しないようにしている。 その 
他に今後予想される新しいビーム要求に対して、各 電 源 の 電 圧 （電流） と巾を簡単に切り替えれるようにコ 
ントローラと主制御卓との通信が重要である。 また、新しい電源を入れる必要が出てきた際にも現在使って 
いる電源の小型化と、標準化したN I M 電 源 を も う 1 台内蔵しているため問題ない。
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図 1 高圧ス テ ー シ ョ ン の 内 部 構 成

3 、電源の制御
高圧ステーションの電源類は二つの方法によって制御されている。一つは、 クライストロンモジュレ一夕 

でも使用しているローカルコントロールモジュールを使用したO N / O F F 制 御 （インターロック）、二つ目 
は電源コントロー ラを使用したU P / D O W N 制御である。

一 つ 目 の ロ ー カ ル コ ン ト ロ ー ル を 使用した制御は、電源のO N / O F F 制御が目的で、 リレーを使ったモジ 
ュ ー ル で 構成されており、信頼性が高く、 イ ン タ ー ロ ッ ク と しても使用している。

これらのモジュールは電源コントローラとつながっており、電源のO N / O K F 状態、インターロック等の 
情報を与えている。 また、 コントローラからの命令を受けて電源のO N / O F F を行なうこともできる。

従来の電源もこれと同じ方式でO N / O F F 制御を行なってきた。 これは、電源自身に供給するAC200 V を 
切ることによってその出力を制御してきたわけである。 まず、常時電源が入っているNIM-I (変形B I N電源） 
からパワーを供給されているInterlock A が、各電源の状態をチヱックし，0 K 信号としてLocal Control module 

に出力する。 それを受けてLocal Controlは、 リレーボックスにA C  200 V のリレーの開閉信号を出力して電 
源のO N / O F F をしている。新型の電源では一つのB I Nケースの中に、出力百数十V 程度のL V 電 源 （バイア 
ス） と数キロ V のH V 電源の二種類が混在している。 これを制御するために新たにモジュールを追加し（ 
Status I N D ) 、BrandiBoxを通してO N / O F F を行なっている。 このため新型の電源にはoutputのO N / O F F が 
あり、 このモジュールでその制御を行なっている。 リレーボックスはLocal Controlからの信号に応じて 
Branch B o xに接点信号を出す。 それを受けたStatus I N D は電源にoutput O N 信号をBranch B o xを通じて送る。 
その信号を受けて電源は出力を開始する。 （NIM-IIも常時パワーが入っている。）

次に電源コントローラを使用した制御は、電圧/ 電流値を増減させることが目的であり、 コントローラに 
はプログラマブルシーケンサを用いている。 この電源コントローラは、 グランドレベルの真空イン夕一口ッ 
ク用シーケンサ及びシーケンサソフト開発用のFC9801Vと光ファイバ一で通信しており、それを通してリ 
ニアック制御システムとつながっている。 このFC 9801V はソフト開発用だけでなく通信プロトコル変換、 
ローカルコントロー ル機能の他に高圧波形監視等を行っている。 これによって電子銃に高圧がかかった状態 
でも高圧ステーションの状態が監視でき、尚かつ電源の制御も可能になっている。 図 2 は電子銃関係のリニ 
アック制御システムとの接続を現わすものである。電子銃高圧ステ一ションの情報は先程のFC 9801V から
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C A M A C を通してミニコン上に集められ、 ミニコンのネットワークを通じて制御卓（Operator’s Console) へ 
送られる。電子銃の制御は逆に制御卓から電子銃へコマンドが送られて、実行される。
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図 2 リニアック制御システム

4 、現状と今後の課題
現在、 これらの電源は使用開始から1 年半が過ぎたところで、極めて安定に動いている。電源については、 

コントローラとの換算係数が違うため、 コントローラの表示と実際の値に食い違いが生じている。 また、メ 
一夕リレーの下限側が動作しないため、インターロックを殺して使っている。 これについては早急に直す予 
定である。 この他、長パルス用グリッドパルサーを製作中でこの夏のシャットダウン期間中には完成し導入 
できるはずである。

制御に関しては、制御卓にのせるプログラムがまだ完成していないためリモート運転はまだ可能になって 
いない。 しかしこれについても現在開発を進めている。 モニターに関してはC A - T Vに簡易な表示を載せて 
いるため、居室でも現場の状態を監視することができるようになっている。 このモニターによって、いくつ 
かのトラブルは未然に防がれている。
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